
第７回「環境未来都市」構想推進国際フォーラム

地方創生に向けたＳＤＧｓの取組
～環境未来都市の５年間の取組総括と国際化も視野に含めた今後の展開～

主
催
者
挨
拶
・
開
催
地
挨
拶

「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
と
S
D
G
ｓ
の
理
念

自
治
体
S
D
G
ｓ
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進　

　
　
　

〜
柏
市
に
お
け
る
公
・
民
・
学
連
携
の
取
組
か
ら
〜

総　

括

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
国
内
外
の
S
D
G
ｓ
推
進
の
事
例

蟹江氏ベギン氏

カチラ氏

エチェベリ氏

竹本氏

森氏ヒルトン氏

　

梶
山
弘
志
・
内
閣
府
地
方
創
生
担
当
大
臣

の
代
理
と
し
て
挨
拶
し
た
河
村
正
人
・
地
方

創
生
推
進
事
務
局
長
は
「『
環
境
未
来
都
市
』

構
想
は
２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
地
方

創
生
の
深
化
に
つ
な
げ
て
き
た
。
１５
年
９
月

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
国

連
で
採
択
さ
れ
た
。『
環
境
未
来
都
市
』
構
想

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
軌
を
一
に
す
る
先
行
例
と
考

え
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
未
来
都
市
の
取
り

組
み
実
績
を
活
用
し
自
治
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

推
進
す
る
こ
と
が
有
意
義
だ
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
推
進
協

議
会
会
長
で
あ
る
北
橋
健
治
・
北
九
州
市
長

が
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
市
民
の
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
紹
介
。
開
催
地
の
秋
山

浩
保
・
柏
市
長
は
、「
多
彩
な
知
が
集
積
す
る

柏
市
は
、
柏
の
葉
エ
リ
ア
を
中
心
に
公
・
民
・

学
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
波
及
さ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
」
と
話
し
た
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
１４
年
に
始
ま
っ

た
。
１７
年
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
中
間
年
で
あ
り
、
既
存
の
取

り
組
み
を
加
速
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。

　
「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
で
選
定
し
た
環

境
モ
デ
ル
都
市
、
環
境
未
来
都
市
は
、
環
境
・

社
会
・
経
済
３
面
の
価
値
創
造
を
通
じ
、
多

様
な
地
域
モ
デ
ル
を
実
現
し
地
方
創
生
に
寄

与
し
て
き
た
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
「
環
境
未
来
都

市
」
構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
重
な
る
。

　

来
年
度
は
、
先
進
的
・
模
範
的
な
取
り
組

み
に
対
し
て
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
竹
本　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、   

持
続
可

能
な
将
来
を
目
指
す
世
界
の
共
通

言
語
だ
。
１６
年
に
は
Ｇ
７
富
山
環

境
大
臣
会
合
で
都
市
の
役
割
に
関

す
る
会
議
が
開
か
れ
た
。
都
市
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
期
待
さ
れ

る
役
割
に
は
、
生
活
の
質
向
上
、

地
方
創
生
の
推
進
役
、
国
際
協
力

の
推
進
が
あ
る
。
事
例
と
課
題
、

解
決
策
、
教
訓
を
聞
き
た
い
。

　
森　

富
山
市
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ 

（
次
世
代

シ
ス
テ
ム
路
面
電
車
）
を
軸
に
拠

点
集
中
型
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

た
。
公
共
交
通
の
活
性
化
、
沿
線

へ
の
居
住
促
進
、
市
街
地
活
性
化

を
柱
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
利
用

者
が
増
え
、
外
出
機
会
も
拡
大
し

平
均
地
価
も
向
上
す
る
な
ど
の
効

果
が
あ
っ
た
。

　

課
題
は
居
住
推
奨
エ
リ
ア
以
外

の
住
民
ケ
ア
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
で
は
小
水
力
発
電

の
普
及
を
目
指
す
。
再
エ
ネ
を
活

用
し
た
農
村
活
性
化
モ
デ
ル
を
海

外
展
開
し
バ
リ
島
に
発
電
施
設
を

建
設
中
だ
。
今
後
の
課
題
は
市
民

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
。
市
民
に

負
担
を
強
い
る
生
ご
み
分
別
回
収

は
市
民
に
意
義
を
説
明
し
て
い

る
。

　
浜
中　

地
域
の
再
エ
ネ
推
進
に

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の
域
内
循

環
、
住
民
・
地
域
事
業
者
の
関
与

な
ど
が
不
可
欠
だ
。
９
月
に
開
催

し
た
国
際
会
議
で
は
、
再
エ
ネ
１

０
０
％
地
域
を
目
指
す
自
治
体
首

長
に
よ
る
長
野
宣
言
を
ま
と
め

た
。
長
野
県
飯
田
市
の
市
民
主
体

に
よ
る
地
域
環
境
権
条
例
、
奈
良

県
生
駒
市
の
市
民
参
加
型
い
こ
ま

市
民
パ
ワ
ー
株
式
会
社
設
立
、
宮

城
県
東
松
島
市
の
ス
マ
ー
ト
防
災

エ
コ
タ
ウ
ン
な
ど
が
あ
る
。
課
題

は
市
民
参
加
や
地
元
企
業
と
の
連

携
。
自
治
体
間
連
携
や
国
の
支
援

も
大
事
に
な
る
。

　

ヒ
ル
ト
ン　

ブ
リ
ス
ト
ル
は
英

国
西
部
の
港
湾
都
市
だ
が
、
近
年

は
海
面
上
昇
に
伴
う
洪
水
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
水
を
利

用
し
た
ア
ー
ト
や
滑
り
台
な
ど
ユ

ー
モ
ア
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を
進

め
、
住
み
た
い
町
と
の
高
評
価
を

得
た
。
課
題
は
人
口
急
増
、
住
宅

高
騰
、
貧
富
の
差
な
ど
だ
。

　

２
年
前
に
は
欧
州
グ
リ
ー
ン
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
認
定
さ
れ
バ
イ
オ

ガ
ス
１
０
０
％
の
バ
ス
を
運
行
し

た
。
地
域
通
貨
を
採
用
し
地
元
経

済
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

幸
福
感
を
高
め
る
取
り
組
み
、
大

学
と
市
が
共
同
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
成
し
て
い
る
。

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
両
方
が
不
可
欠

だ
。

　
村
上　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
３０
年
に

向
け
た
国
際
目
標
で
、
目
標
、
数

値
目
標
を
含
む
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
進

捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
３
層

構
造
を
持
つ
。
全
国
１
７
２
０
の

自
治
体
の
７
割
が
人
口
５
万
人
未

満
と
小
規
模
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知

度
は
低
い
。
自
治
体
へ
の
分
か
り

や
す
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
不

可
欠
だ
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
多
様
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
、
国
際
情

報
の
把
握
と
共
有
な
ど
メ
リ
ッ
ト

も
多
く
、
自
主
的
・
選
択
的
取
り

組
み
を
進
め
る
自
治
体
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
北
橋　

北
九
州
市
の
人
口
は
９５

万
人
だ
が
高
齢
化
率
は
３０
％
と
政

令
指
定
都
市
で
最
も
高
い
。
住
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

た
地
域
の
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し

を
モ
デ
ル
事
業
で
行
っ
て
い
る
。

洋
上
風
力
フ
ァ
ー
ム
や
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
着
目
し
た
政
策
を
進
め
て

い
く
。
上
下
水
道
や
ゴ
ミ
関
連
な

ど
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
蟹
江　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
環
境
未

来
都
市
」
構
想
の
理
念
と
親
和
性

が
高
い
が
、
未
来
を
変
え
る
た
め

の
変
革
が
重
要
だ
。
１７
目
標
、
１

６
９
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
２
３
２
指
標

の
３
層
構
造
か
ら
、
進
捗
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
て
評
価
す
る
。
包
括

的
な
目
標
、
国
・
自
治
体
・
企
業

で
考
え
る
新
た
な
問
題
解
決
の
方

法
、
進
捗
を
計
る
３
つ
の
新
し
い

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

創
出
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
ベ
ギ
ン　

世
界
の
人
口
の
半
分

は
都
市
に
住
み
、
今
後
は
３
分
の

２
ま
で
増
え
る
見
通
し
だ
。
都
市

は
雇
用
を
創
出
す
る
が
、
大
量
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
気
候
変
動
に
も

影
響
を
与
え
る
。
地
方
自
治
体
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
に
は
、
専

門
的
な
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
す

る
サ
ポ
ー
ト
、
市
民
の
認
知
向
上

が
必
要
だ
。
国
際
的
連
携
と
し
て

は
、
１１
月
に
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２３

で
パ
リ
協
定
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
対
話

を
目
指
す
。

　
カ
チ
ラ
　
都
市
化
の
管
理
が
重

要
だ
。 

都
市
は
非
包
括
的
で
格
差

が
大
き
く
、
天
災
や
人
災
に
も
脆

弱
だ
が
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
７０
％
以
上
を
生
産
す
る
。
市
民

参
加
型
の
持
続
可
能
な
都
市
実
現

に
は
、
都
市
化
の
管
理
が
必
須
。

人
口
密
度
計
画
、
コ
ス
ト
効
果
、

資
源
配
分
計
画
は
防
災
に
も
役
立

つ
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
に
は
都
市
と
地

方
の
政
策
の
リ
ン
ク
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
役
割
、
市
民
参
加
が
不
可
欠
だ
。

　
出
口　

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お

い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
重
要

だ
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１７
番
も
グ
ロ
ー
バ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
性
化
を

掲
げ
て
い
る
。
柏
市
は
市
民
や
学

生
も
含
む
公
・
民
・
学
連
携
で
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
各
自
治
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
成
果
、
組
織
の
仕
組
み
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
秋
山　

柏
市
北
部
で
は
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
開
通
に

伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
ゼ
ロ
か
ら

始
め
大
き
な
進
展
を
遂
げ
た
。
公
・

民
・
学
連
携
で
、
柏
の
葉
国
際
キ

ャ
ン
パ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と
柏
の
葉

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が

両
輪
と
な
っ
て
い
る
。
成
果
は
柏

の
葉
駅
西
口
と
２
号
調
整
池
ア
ク

ア
テ
ラ
ス
の
整
備
。
環
境
未
来
都

市
と
し
て
、
環
境
共
生
・
健
康
長

寿
・
新
産
業
創
造
を
掲
げ
市
全
域

で
展
開
し
て
い
る
。
公
・
民
・
学

連
携
に
は
対
話
と
価
値
の
共
有
も

大
事
だ
。

　
後
藤　

知
の
集
積
地
で
あ
る
Ｔ

Ｘ
沿
線
を
中
心
に
新
産
業
創
造
に

取
り
組
ん
で
い
る
。Ｔ
Ｘ
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を
設
立

し
、
技
術
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や

個
人
起
業
家
と
公
・
民
・
学
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
世
界

２１
都
市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
・
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
ワ

ー
ド
も
開
催
し
て
い
る
。

　
野
田　

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅

的
被
害
を
受
け
た
が
、
北
九
州
市

長
の
助
言
を
契
機
に
１０
年
で
復
興

を
達
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。
現
在
は
オ
ー
プ

ン
シ
テ
ィ
戦
略
、
大
学
と
の
連
携
、

移
住
・
起
業
支
援
組
織
や
釜
援
隊

な
ど
の
人
材
還
流
を
進
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は

希
望
と
可
能
性
の
共
有
が
最
も
大

事
。
組
織
で
は
先
進
的
な
も
の
を

市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
中

間
人
の
育
成
も
必
要
だ
。

　
エ
チ
ェ
ベ
リ　

メ
デ
ジ
ン
は
コ

ロ
ン
ビ
ア
第
２
の
都
市
で
、
１
９

８
０
年
代
に
は
犯
罪
と
麻
薬
密
売

が
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
。
２
０
０

４
年
か
ら
市
長
が
北
部
貧
困
地
域

の
改
革
を
実
施
。
日
本
政
府
や
東

京
大
の
協
力
で
設
立
し
た
公
園
図

書
館
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
で
環
境
が
改
善
し
た
。

危
機
的
状
況
を
変
え
る
に
は
公
・

民
・
学
が
一
体
と
な
る
こ
と
が
重

要
だ
。
今
後
は
貧
困
解
消
、
子
供

の
教
育
に
注
力
す
る
。
大
学
の
継

続
的
な
支
援
が
重
要
だ
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
村
上
周
三
氏
、
出
口
敦
氏
、

竹
本
和
彦
氏
が
こ
の
日
の
議
論
を
総
括
し
た
。

◇

　
「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
は
、
経
済
・
社
会
・
環

境
に
関
わ
る
新
た
な
価
値
創
出
を
め
ざ
す
取
り
組
み

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
共
通
す
る
点
が
多
く
、
自
治

体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
導
入
す
る
に
際
し
て
貴
重
な
示
唆

を
与
え
る
。

　

自
治
体
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
導
入
し
、
諸
課
題
の
解
決

に
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
持
続
可
能
な
発
展
を

も
た
ら
し
、
国
全
体
と
し
て
の
地
方
創
生
の
推
進
に

つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
自
治
体
は
世
界
の
共
通
言
語
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
産
官
学
民
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て

一
層
の
社
会
貢
献
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
３
つ
を
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括
と
す
る
。　

内
閣
府

地
方
創
生
推
進
事
務
局
長

河
村
　
正
人
氏

【コーディネーター】　
　村上　周三氏（建築環境・省エネルギー機構　理事長）　　
【パネリスト】
　北橋　健治氏
　蟹江　憲史氏
　（慶応義塾大学大学院　政策・メディア研究科　教授）　
　ジノ・ヴァン・ベギン氏（イクレイ　世界事務局長）　
　アイサ・キラボ・カチラ氏
　（国連事務次長補 /国連人間居住計画〈ハビタット〉　　　
　事務局次長）

【コーディネーター】　　
　出口　敦氏
　（東京大学　大学院新領域創成科学研究科　
　副研究科長・教授）　
【パネリスト】
　秋山　浩保氏
　後藤　良子氏（URBANWORKS　代表取締役）　
　野田　武則氏（釜石市長）　
　アレハンドロ・エチェベリ氏
　（ＥＡＦＩＴ大学都市環境研究センター〈ＵＲＢＡＭ〉ディレクター）

【コーディネーター】
　竹本　和彦氏
　（国連大学サステイナビリティ高等研究所　所長）　
【パネリスト】　
　森　雅志氏（富山市長）
　浜中　裕徳氏
　（イクレイ日本　理事長／地球環境戦略研究機関
　特別研究顧問）　　
　ステファン・ヒルトン氏（ブリストル・フューチャーズ・
　グローバルディレクター /ブリストル大学フェロー）

　内閣府と「環境未来都市」構想推進協議会は４日、千葉県柏市の柏
の葉カンファレンスセンターで地方創生に向けたＳＤＧｓの取り組み
を考える国際フォーラムを開催し、これまでの取り組みや今後の方向
性について議論を深めた。

基
調
講
演

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

地球環境戦略研究機関 上席研究員／
国立環境研究所 主任研究員

藤野 純一氏

◀パネル監修の藤野純一氏が「各
　都市の活動に注目を」と挨拶

各都市担当者が取り組みや活動に▶
ついて９０秒間でＰＲした

広　告 企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

ＳＤＧｓを活用し
地域課題を見える化

ＬＲＴを軸にまちを再生　森氏　
再エネ１００％目指す都市　浜中氏　
ユーモアで都市を活性化　ヒルトン氏　

公・民・学連携でまちづくり　秋山氏
知の集積で新産業創造　後藤氏
希望と可能性の共有を　野田氏
継続的取り組み重要　エチェベリ氏

地域エネルギーに着目　北橋氏　
未来を変える変革必要　蟹江氏　
国際的連携を目指す　べギン氏　
都市化の管理が重要　カチラ氏

北
橋
　
健
治
氏

「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
推
進

協
議
会
会
長
／
北
九
州
市
長

柏
市
長

秋
山
　
浩
保
氏

主催：内閣府、「環境未来都市」構想推進協議会　後援：日本経済新聞社

村上氏

野田氏 後藤氏

出口氏

浜中氏

10/31Ｍ　環境未来都市　15 段　10 校　クロスメディア営業局　　2Ｇ・平林／企画・吽野／ＬＯＯＰ・佐々木

環境未来都市・環境モデル都市
紹介パネル見学ツアー

※ＳＤＧｓについて／「持続可能な開発目標」Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｇｏａｌｓの略。２０１５
年（平成２７年）９月の国連サミットで採択された３０年（平成４２年）を期限とする先進国を含む国際社
会全体の１７の開発目標。全ての関係者（先進国、途上国、民間企業、ＮＧＯ、有識者等）の役割を重視
し、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指して、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取
り組むもの。

（出席者の肩書・役職は開催時のもの）


